
環境ニュース（士幌町環境マネジメントシステム） １１号

～ 環境に優しい士幌町を目指して ～

ここでは役場で行っている環境マネジメントシステムの内容や取り組みについて紹介します。

今回は、12月 4日、5日に行われた、平成２０年度外部監査について報告します。

4日、午前 9時から町民監査員 3名、環境自治体会議かた専門家 2名、実行責任者（管理職）、環境マ
ネージャー、事務局により外部監査を行いました。

3 回目の監査と言う事もありスムーズに監査が行われました。監査結果については以下の通りです。
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ＬＡＳ－Ｅ実施項目の監査結果について、以下のとおり報告いたします。

１．監査日程

平成20年12月4日(木)、5日(金)

２．監査対象

本庁舎：10実行部門、外部施設：21実行部門、計31実行部門

および環境政策推進本部



３．LAS-E監査内容

【共通実施項目監査】

① エコアクション(環境活動)部門 第1ステージ

A101, A102, A103, A104, A105, A106, A107, A108, A109

② エコマネジメント(環境経営)部門 第1ステージ

B101, B102, B103, B104, B105, B106, B107, B108, B109

③ エコガバナンス(環境自治)部門 第1ステージ

C101, C102, C103, C104, C105, C106

４．総合所見

運用 3年目の共通実施項目の監査を行ないました。その結果、24項目中の 22項目
を○、2項目を△と評価しました。

全体的には△が 2項目で、昨年度は 5項目あったのに比べれば改善されたと言えま
す。しかし実施率の数値でみると、80%台の項目が他に 2つありました。△の判断基
準をこれまでと同様に 60%～ 80%と設定したことで、問題点が比較的少なく見える結
果になっており、この点に留意が必要です。

部門別にみると、情報公開や市民参加といったエコガバナンス部門では、昨年度と

同様にすべてが実施率 100％と大変よく取組まれていました。毎年度初めの『町民総
合情報誌』の発行など先進的な取り組みがあり、それを基礎としてエコガバナンスが

定着していると評価できます。

エコアクション部門における省エネ・省資源、ごみ分別、リサイクルといった個別

具体的な取組みも、昨年度に続きよく実施されており、ほとんどの部署で取り組みが

定着していました。しかし監査の際は、対象部署や設問の数が少ないため、一つの△

や×が実施率に大きく影響してしまいます。これを踏まえ、今回取り組み不足のあっ

た部署について周知徹底をはかる必要があります。またグリーン購入については、予

算上の制約との関係をどう考えるかなど方針を整理した上で、再度の周知徹底が必要

と思われます。

エコマネジメント部門においては、独自目標の理解、研修の実施・記録を中心に、

いくつかの部署・施設で不徹底な面が見られました。昨年度の監査結果と同様に、よ

く取り組んでいる職場がある一方、マネジメントシステムに対する基本的な理解や取

り組み姿勢が不足している職場もあり、両者の差がますます広がっていると思われま

す。事務局への個別所見にある通り、問題のある部署・施設に対して運用の基本に立

ち返った周知・指導が必要ではないでしょうか。

以上のように課題はあるものの、運用 3年目に入って大半の職場では取り組みが定
着したと判断でき、監査もスムースに行なうことができました。今後は、LAS-E規格
上のステップアップを具体的に検討するととに、LAS-E運用をはじめ士幌町がもって
いる環境への優れた取り組みを、広く外部へ発信することを望みたいと思います。



平成 20年 12月 22日現在の数値です。数字が変更になる場合が有ります。

詳しくは士幌町のホームページに載っていますので参照ください。

ホームページ http://www.shihoro.jp/hp/LAS-EHP/meinn00.htm




